
 
 

 

 

 

変更の背景 

 

  今回の変更は、国民保護事案に対する備えの強化という観点から、平成 19年に計画作

成・変更以降のこれまでの「国民の保護に関する基本指針」や「宮城県国民保護計画」の

変更等を踏まえた適切な内容となるように変更。 

 

 

主な変更点について  

 

  ●弾道ミサイル発射時の対応等を追加 

  ○ 警報等の情報伝達手段として緊急情報ネットワークシステム（Ｅｍ－Ｎｅｔ）及び全

国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）を追加 

   ○ 全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）により情報伝達される内容及び弾道ミサイ

ル落下時の行動等について平素から周知に努めることを追加 

  

 ●避難行動要支援者への配慮等を追加 

   〇 避難行動要支援者名簿の活用や取扱い関係を追加 

 

  ●町における物資及び資材の整備等を追加 

   〇 国民保護措置実施のために必要な防災のための備蓄品目、備蓄量、備蓄場等に

ついての把握や、武力攻撃災害時の供給体制を整備することを追加 

  

 

七ヶ浜町国民保護計画の変更の概要について 


